
【会長の時間】小川会長 “お香水の約束は永遠に” 

会員の皆さん、こんにちは。朝晩はまだまだ寒いです

が、昼間は最近いっぺんに春めいてこごみ、わらび、ぜん

まい、ふきのとう等の山菜の旬を迎えました。天ぷらやお

浸しで春の訪れを味わえる正に旬一番の一品です。旬の

魚を紹介しますと魚編に春と書く「鰆」が代表的な魚で、

地方によって旬が異なりますが、ここ関西では春が旬と

されています。うちの店でもいい品が入った時はお造り

で召し上がって貰います。鰆の造りは旨味が有り日本酒にも合って、何とも美味

です。その他、桜の時期の真鯛は「桜鯛」と呼ばれてこの時期ならではの味わい

です。それとどうしても紹介したいのが「釜揚げしらす」です。炊き立ての白ご

飯に山盛りの「釜揚げしらす」を載せて、生醤油を垂らせば、もうたまりません。

何杯でもいける早春ならではの一品で、私の大好物です。 

さて、二月堂の「修二会」も 14日で満行を迎えます。赤目から毎年運ばれるお

松明も今年で 778 回目となります。今日は先週に予告しました東大寺と若狭との

「縁」を紹介します。二月堂下に「閼伽井

屋」（あかいや）という重要文化財の建物

が有り、普段は水が枯れている『若狭井』

が 3月 12 日の深夜の「お水取り」の儀式

の時だけ若狭の「遠敷川」（おにゅうがわ）

の水が湧き出すと言われています。東大

寺の初代別当良弁和尚が小浜の出身で、

赤ちゃんの時に大鷲に攫われて、二月堂

前の杉の枝に引っかかっていたそうで

す。又、東大寺建立に大きく関わった良

弁和尚の高弟であるインドの僧、実忠和尚が大仏開眼供養に先立って、世界の安

寧を祈る行法を行って、「神名帳」を読み上げて日本国中の神様をお呼びになりま

した。その際に若狭の「遠敷明神」（おにゅうみょうじん）だけが漁が忙しくて遅

れてしまい、行もあと 2 日で終わるという時に東大寺に来られて、その行を見て

大変感激されて『今後はこの素晴らしい行法において本尊の十一面観音にお供え
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する「閼伽水」（あかみず）お香水を若狭から送ろう。』と約束されたので

す。「遠敷明神」（おにゅうみょうじん）の神通力を発揮すると二月堂の麓か

ら白と黒の鵜が飛び出して、そこから泉が湧き出しました。。この泉が『若

狭井』であり、お水を送る約束は一度も破られず続いています。若狭での

「お水送り」は「お水取り」の 10日前の 3月 2日に小浜の『若狭神宮寺』

の「閼伽井」で汲まれた水を 2 キロ離れた遠敷川の「鵜の瀬」と呼ばれる

河原に流されて 10日かけて奈良の『若狭井』に届くとされ、古い時代は神

道と仏教が一体となった「神仏習合」の様式で儀式が行われて、現代に継続

されています。お香水を汲み上げる「お水取り」の儀式の際に練行衆の先達

役で行に参加するのが名張の「東香水講」です。例年にも増して世界の安寧を祈るばかりです。会長の時間でした。 

 

【幹事報告】  

◎お知らせ ・3月のロータリーレート １ドル＝156 円 

◎家庭集会 ・なし 

◎他クラブ例会の変更  ※会場の掲示と事務局にてご確認ください  

◎次週の予定 3/16（月）第 2847 回例会 湯野 俊和様 入会式、ロータリーの心の原点 卓話：パストガバナー 

篠原一行 様（多治見リバーサイド RC） 

     

■会員卓話 脇坂君 

私の職業について改めてご説明させていただきますと、花火打上げを主としてその他火薬

類、例えば銃砲関係や産業爆薬の管理販売をしています。創業は前身の脇坂火薬店が大正 14

年の 11 月に創業しまして、平成元年に今の脇坂火薬株式会社となり、昨年の 11 月におかげ

さまで創業 100 年を迎えることとなりました。私で五代目となり、三代目はこの名張ロータ

リーのチャーターメンバーでもあった脇坂嘉一です。私が子供の頃は、直接点火と言いまし

て自らの手で火をつけて花火を上げておりましたが、今は法律が変わったこともあり全国の

ほとんどの花火が電気点火、つまりコンピューターでの点火になっております。花火の製造

はしておりませんので、花火打上に関する仕事内容としてはおおまかに、お客様からご依頼

いただいた現場に対し ①現場の確認 ②ご予算に合わせての花火プランの打ち合わせ ③許可取り作業 ④花火

仕様の作成 ⑤花火込め作業 ⑥花火打ち上げ当日 ⑦片付け、掃除で終了となります。 

花火を上げる際に③の許可取り作業ですが大きく 2 種類に分類されます。一つは許可がいらない物。もう一つは

許可がいるもの。です。許可がいらないといっても、ある日突然どこでも上げていいわけではなく、ある一定数量以

下の花火を上げる場合は消防署への届け出だけで良いというものです。全国同一のフォーマットなのですが管轄す

る消防署によって微妙にルールが違ったりもするので事前に対応しないと打上に間に合わないこともあります。基

本は届け出なので打上日の前日でも本当は良いのですが、消防署によって解釈が違ったりするので大変です。実は、

私が携わっている地域で最も大変なのが名張消防署だったりします。他にはつけない書類を一枚余分につけなくて

はならなかったりします。そして、許可がいる花火ですが、ある一定数量を超えたものは全てこの花火になります。

これは、先ほどの届け出と違って管轄が県になりますので県の消防ないし防災関係の部署に提出し許可を得なくて

はなりません。県ごとに書類の中身や出し方、部数などが違いますので結構大変だったりします。提出期限一つを

取っても、三重県、奈良県は基本一月以上前に提出。大阪府、兵庫県は 40 日前までに提出。京都府 40 営業日前に

提出となっております。また、印鑑レスにはなったのですが未だに紙媒体での提出が義務づけられています。その

他にも、使用する場所によっては、国土交通省や警察署、海上保安庁や関西空港など様々な所に通知や申請をして

初めて花火が上げられます。もしプライベートや新しいイベント等で花火打上をしていただく際には 2 ヶ月以上の

余裕を持ってご相談ください。 



少し話を変えまして、冒頭昨年 100 周年を迎えたと言いましたが、私が代表になりましたのは先代が亡くなった

時ですので 2015 年になります。当時結婚して 2年ちょっとで、もうすぐ二人目が産まれるという時でしたし、また

急に亡くなったのもありバタバタしたのを覚えています。会社の代表になるにあたって、例えば会社規模を大きく

するぞ！とか、違う分野にも手を伸ばし販路拡大だ！とか理想を大きく抱く余裕もなく、とりあえず11年頑張ろう。

創業 100 年は何としても迎えよう。が、目標でした。寸前まで先代が元気だったこともあり、私は経営にはノータ

ッチであり職人畑でそれまで来ていたので、困ったときに聞く相手がいない状況でかなり消極的だったのを覚えて

います。しかし、先代が築いてくれていた縁というものが想像より大きく、周りの助けもあり何とか 1年、2年と繁

忙期を超えることができました。それなりにやっていけると自信もつき始めた頃、2017 年 10 月に長雨の後の台風で

大規模な土砂崩れがおき会社の施設や車が土砂に埋まってしまいました。いよいよ駄目かとまた消極的になりかけ

ましたが、知り合いの助けがあったり、また繁忙期とはずれていたため何とか持ちこたえることができました。車

や備品が駄目になったりで損失は大きかったものの、肝心の花火の玉は後数センチのところで水に浸からずに済み

無事 2018 年のシーズンを迎えることができ、心の底からホッとしたのを覚えています。損失を取り返すべく 2018、

2019 年と頑張ってシーズンを乗り越え 2020 年のシーズンに向けて準備をしていた時です。新型コロナウィルスが

あっという間に日本全体を襲いました。例年、冬には花火の打上があまりありませんが、毎年 1 月には若草山の山

焼き、2 月には奈良瑠璃絵の花火というのが通例でした。2020 年の 1 月にもコロナウィルスが日本でも発症のニュ

ースは流れていましたが、山焼き瑠璃絵と例年通りに花火を打ち上げさせていただきました。ちょうど瑠璃絵の花

火の日 2月 14 日に奈良のバスの運転手が県内コロナ第 1号としてニュースに出ました。その日を境に鳴る電話全て

が今年の花火の中止連絡になりました。最初はすぐ収まるだろうと思っていたのですが、期待とは裏腹に事態はま

すます深刻になっていき、オリンピックの延期や緊急事態宣言を受けほとんどの花火大会が中止に追い込まれまし

た。花火は本来それ自体が目的というよりは、人を集める手法として使っていただいていると思っています。あの

当時「集まるな」が合い言葉のようになっていましたので、集まるための花火はできなくなっていったのだと思い

ます。その時わたしが一番怖かった事が、生活必需品ではなく贅沢品に部類される花火はもう必要とされなくなる

んじゃないのだろうかということです。無くては生きていけないじゃなく、無くても大丈夫になってしまう恐怖が

日々ありました。幸い、同じように人を集めないといけないテーマパークや鳥羽の旅館組合の花火が中止せずに続

けてくれたことだけが唯一の助けでした。それでも、「無くてもいい」とならないかという恐怖はずっと頭の中にい

ました。 

そんな時に全国の花火店が力を合わせ「新型コロナウィルス感染症の収束祈願、花火業者の技術の継承と閉塞感

の打破」を目的に 6 月 1 日に全国一斉花火打ち上げを行いました。みんな仕事が無くなり、本当に苦しい中、無償

で全国 160 カ所で一斉に花火を打ち上げました。そこには、どんなに遠く離れていても同じ空を見上げ同じ景色を

見て、同じ感動を共有できる、暗く下を向いていた顔を上げ一瞬でも笑顔にすことができる。花火は必要不可欠な

ものなのだという全国の花火師のメッセージが込められていました。正直、不謹慎だとか、うるさいとか苦情が来

るかもしれないという不安も少しありました。しかし、実際上げた後には喜びと感謝の声がたくさん届きました。

その花火を受け一旦中止になった花火大会の主催者の方から、サプライズ花火の依頼がちょこちょこ来るようにな

ってきました。それまでは、今シーズンを終えてコロナ収束の目処が立っていなければもう会社をたたもうかとも

正直考えていたのですが、花火は必要なんだという声に支えられ、借りられるだけお金を借りてとにかくやれると

こまでやってみようという気持ちになりました。そこから、2021 年、2022 年と徐々に花火大会が復活していき、2023

年にはほぼコロナ前の現場数に戻ってき、2025 年 11 月に就任時の目標であった 100 周年を何とか迎えることがで

きました。思い返すと、本当に人の「縁」や「繋がり」のおかげでここまで来られたのだと改めて感謝の気持ちでい

っぱいです。 

余談ですが、100 周年を機にスタッフトレーナーを新調しそこに新たなロゴとフレーズを足しました。というのも

以前までは「夢花火」と入れてあったのですが、よく調べてみると四国の花火店が商標登録をしている文言だった

ので、こりゃまずいと新フレーズに変更しました。新フレーズは「ＬＥＴ ＩＴ Ｂｌｏｏｍ～咲かせよう～」で



す。この文言には夜空にたくさんの大輪を咲かせ、地上ではそれを見ている皆さんの笑顔を咲かせようという意味

が込められています。また、Ｂｌｏｏｍの中にこっそりと 100 周年の「100」の文字を忍ばせてみました。今後の目

標としましては、フレーズの通り夜空と地上に笑顔の花を咲かせ続け次世代に繋げていき、いただいたご恩をお返

ししていけたらと思っています。ご清聴ありがとうございました。 

 

【ニコニコ BOX】本日の合計金額 35,000 円 

〇 劉鑫さん、米山記念奨学生終了 おめでとうございます。社会人としてのご活躍をお祈りいたします。浅津カウ

ンセラー、2年間ご苦労さまでした。脇坂君卓話楽しみです。 小川会長 

〇劉さん、おめでとうございます。これからも日本と中国の良い関係を築いて下さい。脇坂君卓卓話楽しみです。 

坂本幹事 

〇劉さんお別れです。お元気で！ 三枝君 中島君 浅津君 城山君 川口君 藤森君 井上君 宮尾君 奥中君 

廣瀬君 森本君 廣野君 志浦君 三木君 山本君 今中君 杉本君 大崎君 丹下君 脇坂君 玉田君 大薮君 

小川君 梅澤君 岩見君 富永君 

〇本日より 19日まで百合が丘のワークプレイス栞にて企画展をやっております。よろしければご高覧下さい。広報

なばりの表紙を飾っております！りゅうきんさんお元気で！ 隠地君 

〇娘の進学先が決まり、4月から独立することになりました。子育てもほぼ終わり、ほっとしています。家族 3人バ

ラバラになりますが、子供の巣立ちは、喜びでもあり、ますますがんばります。 ありがとうございます。 遠山君 

〇早退のお詫び 勝木君 

 

■米山奨学生 劉 鑫さん 

 

 

 


